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・ 宇都宮国道事務所の全面的な協力のもと提供いただいた交通プローブデータ（ＥＴＣ２.０ デー
タ）を活用し，ライトライン開業前後における自動車交通の定量的な動向を把握・可視化する。

・ さらに，その結果を過年度に実施したアンケート調査結果及び人流プローブデータ（ＧＰＳ位置情
報データ）と比較・検証することで，分析結果の妥当性を確認する。

１ 分析の概要
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⑴ 分析の目的

⑵ 分析の内容

① ＥＴＣ２．０データを用いてライトライン並行路線等における「平均所要時間の変化」，「定時性
の変化」，「ＯＤの変化」を把握

② ライトラインの開業前後で実施したアンケート調査（「ライトライン利用者調査」，「生活行動
意識調査」）や人流プローブデータから「目的地への移動に要する時間」，「自動車からの転換台数」
を把握



・ 分析対象については，ライトライン並行路線や交通状況の変化が確認された１３区間を設定した。

・ 期間については，開業前後を比較するため，２０２３年と２０２４年の各６月の３０日間を比較した。

▼分析対象区間

分析対象区間区分

①国道123号：水戸街道_渡河区間
②国道123号：水戸街道_市街部区間
③県道64号：鬼怒通り_渡河区間
④県道64号：鬼怒通り_市街部区間
⑤県道64号：宇都宮テクノ街道_渡河区間
⑥町道3・3・4号台の原下原線：かしの森公園通り

ライトライン
並行路線

⑦市道920号～市道319号：白楊高通り・泉ヶ丘通り
⑧国道4号：寺内交差点～石井交差点区間
⑨市道929号～市道1635号線：柳田街道
⑩市道1433号線：清原中央通り

開業前後で
変化が確認
された路線
(*)

⑪国道4号：宇都宮市東町交差点～築瀬3丁目交差
点区間

⑫市道1175線・市道2690線：産業通り
⑬市道21号：競輪場通り・越戸通り・平出街道

その他区間

①
②

③
④

⑤

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
⑥

⑫

⑬

▼分析対象区間の位置図

(*)：LRT開業前・後を比較して速度改善がみられた路線，OD量の変化が
確認された路線，主要渋滞箇所を含む路線，速度悪化を含む速度変
化が確認された路線を抽出

１ 分析の概要
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⑶ ETC2.0 データ分析対象区間の設定
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平日 8時台 所要時間（分）平日 7時台 所要時間（分）

路線・区間 西方向東方向西方向東方向

変化開業後開業前変化開業後開業前変化開業後開業前変化開業後開業前

0.06.66.6-1.08.39.3-0.16.46.5-1.09.310.3①国道123号：水戸街道_渡河区間

ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
並
行
路
線

-2.314.917.2-0.110.210.3-2.113.715.8-2.712.114.8②国道123号：水戸街道_市街部区間

-2.321.523.8-1.118.519.6-2.220.122.3-3.721.425.1国道123号計

-0.15.85.9-1.413.314.7-0.26.06.2-0.215.115.3③県道64号：鬼怒通り_渡河区間

0.513.813.3-0.58.99.4-1.411.112.5-1.99.711.6④県道64号：鬼怒通り_市街部区間

0.419.619.2-1.922.224.1-1.617.118.7-2.124.826.9県道64号計

-0.37.88.1-2.612.314.9-0.27.88.0-1.114.415.5⑤県道64号：宇都宮テクノ街道_渡河区間

-1.914.716.60.615.214.6-1.713.415.1-1.815.517.3⑦市道920号～市道319号：白楊高通り・泉ヶ丘通り

0.413.513.1-1.112.513.60.312.111.8-1.212.213.4⑨市道929号～市道1635号線：柳田街道

-1.514.816.30.115.014.9-0.713.414.1-2.318.320.6⑬市道21号：競輪場通り・越戸通り・平出街道

平日 8時台 所要時間（分）平日 7時台 所要時間（分）

路線・区間 南方向北方向南方向北方向

変化開業後開業前変化開業後開業前変化開業後開業前変化開業後開業前

0.16.26.10.66.55.9-0.25.75.9-0.65.86.4⑥町道3・3・4号台の原下原線：かしの森公園通り

南
北
路
線

-2.05.47.4-0.48.28.6-0.96.47.3-0.48.08.4⑧国道4号：寺内交差点～石井交差点区間

0.25.95.7-0.18.28.30.35.95.6-0.37.88.1⑩市道1433号線：清原中央通り

-0.413.614.0-1.714.316.00.011.611.6-1.414.215.6⑪国道4号：宇都宮市東町交差点～築瀬3丁目交差点区間

-0.915.015.9-1.815.717.5-1.013.214.2-1.917.719.6⑫市道1175線・市道2690線：産業通り

・ ライトライン並行路線（①②③④⑤⑦⑨⑬）の平均所要時間は，概ね東進・西進方向ともに短縮傾向
にある。

・ 南北方向の路線（⑥⑧⑩⑪⑫）の平均所要時間は，概ね南下・北上方向とも短縮傾向にある。

▼分析対象区間の平均所要時間の変化（07・08時台）※赤文字：1分以上短縮 緑表示：10％以上の短縮

２ ＥＴＣ２．０データによる分析
⑴ 平均所要時間の変化（平日朝ピーク：７・８時台）
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平日 18時台 所要時間（分）平日 17時台 所要時間(分）

路線・区間 西方向東方向西方向東方向

変化開業後開業前変化開業後開業前変化開業後開業前変化開業後開業前

-0.76.37.0-0.26.97.1-0.97.88.70.07.87.8①国道123号：水戸街道_渡河区間

ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
並
行
路
線

-1.715.417.10.210.19.9-1.015.616.60.210.410.2②国道123号：水戸街道_市街部区間

-2.421.724.10.017.017.0-1.923.425.30.218.218.0国道123号計

0.05.85.80.06.86.8-0.16.06.1-0.26.87.0③県道64号：鬼怒通り_渡河区間

-1.016.017.00.19.19.0-0.114.414.5-0.19.39.4④県道64号：鬼怒通り_市街部区間

-1.021.822.80.115.915.8-0.220.420.6-0.316.116.4県道64号計

-0.37.27.50.26.56.30.07.37.3-0.26.36.5⑤県道64号：宇都宮テクノ街道_渡河区間

-4.615.720.3-1.413.114.5-1.815.917.7-1.014.315.3⑦市道920号～市道319号：白楊高通り・泉ヶ丘通り

-2.314.616.90.613.112.5-1.114.415.51.214.012.8⑨市道929号～市道1635号線：柳田街道

-2.618.320.90.313.012.7-1.219.320.50.714.914.2⑬市道21号：競輪場通り・越戸通り・平出街道

平日 18時台 所要時間（分）平日 17時台 所要時間(分）

路線・区間 南方向北方向南方向北方向

変化開業後開業前変化開業後開業前変化開業後開業前変化開業後開業前

-1.75.57.20.15.55.4-2.15.37.4-0.85.05.8⑥町道3・3・4号台の原下原線：かしの森公園通り

南
北
路
線

-0.65.56.1-0.66.06.6-0.95.86.7-0.56.06.5⑧国道4号：寺内交差点～石井交差点区間

0.36.15.80.3 6.46.1-0.47.17.5-1.49.310.7⑩市道1433号線：清原中央通り

-0.713.814.50.116.015.9-0.213.613.81.215.614.4⑪国道4号：宇都宮市東町交差点～築瀬3丁目交差点区間

-1.616.317.9-1.414.616.0-2.618.721.3-1.916.918.8⑫市道1175線・市道2690線：産業通り

・ ライトライン並行路線の平均所要時間は，東進方向では路線により微減・微増どちらもあるが，西進方向で
は概ね短縮傾向にある。

・ 南北方向の路線の平均所要時間は，南下・北上方向ともに概ね短縮傾向にある。

※赤文字：1分以上短縮 緑表示：10％以上の短縮▼分析対象区間の平均所要時間の変化（17・18時台）
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２ ＥＴＣ２．０データによる分析
⑵ 平均所要時間の変化（平日夕ピーク：１７・１８時台）



＜平日＞
⑬競輪場通り・越戸通り・平出街道
平均所要時間の短縮：
朝ピークの東進方向で2分以上短縮
夕ピークの西進方向で2分以上短縮

＜平日＞
①②水戸街道
平均所要時間の短縮：
朝ピークの両方向で2分以上短縮
夕ピークの西進方向で2分以上短縮

＜平日＞
③④鬼怒通り
平均所要時間の短縮：
朝ピークの東進方向で2分以上短縮
夕ピークの西進方向が約1分短縮

＜平日＞
⑦白楊高通り・泉ヶ丘通り
平均所要時間の短縮：
朝ピークの東進方向で約2分短縮
夕ピークの西進方向で約5分短縮

・ 選定した１３路線の所要時間は，東西・南北方向ともに，概ね短縮していることを確認した。

・ そのうち，所要時間の短縮が顕著だった以下の路線を抽出して，「定時性の変化」及び「ＯＤの変
化」を把握する。
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２ ＥＴＣ２．０データによる分析
⑶ 所要時間が短縮した主な路線



⑬⑦④③②①

平均所要時間
標準偏差

競輪場通り・
越戸通り・
平出街道

白楊高通り・
泉ヶ丘通り

鬼怒通り_
市街部区間

鬼怒通り_
渡河区間

水戸街道_
市街部区間

水戸街道_
渡河区間

東方向西方向東方向西方向東方向西方向東方向西方向東方向西方向東方向西方向

13.114.612.714.510.213.58.15.810.713.87.26.5
平均所要
時間（分）

開業前

3.56.62.96.31.34.04.00.73.75.51.61.3標準偏差

12.913.912.514.09.812.88.05.710.413.17.06.3
平均所要
時間（分）

開業後

3.15.12.65.11.03.63.80.72.64.31.21.0標準偏差

-0.3-0.7-0.3-0.4-0.4-0.7-0.1-0.1-0.2-0.6-0.2-0.2
平均所要
時間（分）

差分

-0.4-1.5-0.3-1.3-0.3-0.4-0.3-0.0-1.1-1.1-0.3-0.3標準偏差

・ 所要時間の短縮が確認された「ライトライン並行区間」について，定時性の変化を確認した。

・ その結果，全区間において，区間通過の平均所要時間が短縮し，また，ばらつき（標準偏差）も縮
小しており，定時性が向上している。
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２ ＥＴＣ２．０データによる分析
⑷ 所要時間が短縮した主な路線における定時性の変化



・ 所要時間の短縮が確認された「ライトライン並行区間」における，朝・夕のピーク時のトリップ数
の変化を確認した。

・ その結果，朝・夕のピーク時ともに，「ライトライン沿線内を移動する自動車のトリップ数」及び
「ライトライン沿線内と沿線外を移動する自動車のトリップ数」が減少傾向にあった。

差分開業後開業前

-9475,4416,388ﾗｲﾄﾗｲﾝ沿線外の間を移動する交通（外々交通）

-67314,82915,502ﾗｲﾄﾗｲﾝ沿線内と沿線外を移動する交通（発着交通）

-768,8208,896ﾗｲﾄﾗｲﾝ沿線内を移動する交通（内々交通）

-1,69629,09030,786計（トリップ数/月）

差分開業後開業前

-5063,5844,090ﾗｲﾄﾗｲﾝ沿線外の間を移動する交通（外々交通）

-1,33711,43712,774ﾗｲﾄﾗｲﾝ沿線内と沿線外を移動する交通（発着交通）

-3717,5907,961ﾗｲﾄﾗｲﾝ沿線内を移動する交通（内々交通）

-2,21422,61124,825計（トリップ数/月）

朝ピーク（7・8時台）

夕ピーク（17・18時台）

外々交通：ライトライン“沿線外エリア”と“沿
線外エリア”の間を流動する交通

発着交通：ライトライン“沿線内エリア”と“沿
線外エリア”の間を流動する交通

内々交通：ライトライン“沿線内エリア”間を流
動する交通

-10-

２ ＥＴＣ２．０データによる分析
⑸ 所要時間が短縮した主な路線におけるＯＤの変化
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３ アンケート調査結果等による分析
⑴ 目的地への移動に要する時間の短縮

■通勤の平均所要時間の変化

• 「ライトライン開業後における生活行動意識調査」においては，開業前と比較し，全体として通勤にかかる
所要時間は減少傾向

• そのうち，通勤手段が「自動車（運転）」の回答者においても，所要時間は減少

出典：ライトライン開業後における生活行動意識調査
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■人流プローブデータに基づく平均所要時間の変化

・ 人流プローブデータを用いて通勤・通学の所要時間（往路）の平均値を比較
・ 全体でもＬＲＴ利用者でみても，約1～2分の短縮がみられる。
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３ アンケート調査結果等による分析
⑴ 目的地への移動に要する時間の短縮



自家用車（運転）

26.4%
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■「ライトライン利用者調査」結果から試算した自動車の転換台数

「ライトライン利用者調査」において，開業前の代表交通手段が自動車（運転＋同乗）からの転換割合を算
出し，ライトライン利用者数を基に，自動車の転換台数を試算

平日１日当たりの自動車の転換台数は 約５，０００台

３１.３％
（運転＋同乗）

＜平日１日あたりの自動車の転換台数の算出＞

平日１日当たり
自動車の転換台数

＝
自動車からの
転換割合

×
平日１日当たり

ライトライン利用者数（Ｒ６．１０）

約５，０００台＝３１.３％×約１６，０００人

令和５年度調査を
もとにした転換台数 約３，８００台

出典：ライトライン利用者調査
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３ アンケート調査結果等による分析
⑵ 自動車の転換台数（試算）
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・ 月別利用者数は前年同月比で約１～２割増となっており，予測を上回る割合で定着が進んでいる。
・ 特に，学生や社会人が新生活を迎える４月には，平日を中心に大幅に増加している状況
・ 令和７年１２月に累計利用者数が１，２００万人に到達した。

参考 ライトラインの利用状況
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人
）

令和７年
（2025年）
令和７年
（2025年）

令和6年
（202４年）
令和6年
（202４年）

令和５年
（202３年）
令和５年
（202３年）

前年同月比

約１～２割増新生活の
４月に増加

図．１日平均利用者数の月別推移

資料：宇都宮ライトレール㈱の公表資料を基に作成

令和８年
（202６年）
令和８年
（202６年）
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１ 分析の概要
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３ アンケート調査等による分析

４ まとめ
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４ まとめ

-16-



・ アンケート調査等において，目的地への移動に要する時間が１～２分程度短
縮していたが，交通プローブデータ（ETC2.0）においても同程度の時間短縮を
確認した。

・ また，交通プローブデータの特性を活かし，「定時性」の向上を確認するこ
とができた。（自動車の走行性向上）

・ 「ライトライン利用者調査」において，自動車からライトラインへの転換台
数を平日１日当たり約５，０００台と試算した。

・ ＥＴＣ２.０データから所要時間が短縮した路線における通過トリップ数を把
握し，減少傾向にあることが確認できた。

❖「目的地への移動に要する時間の短縮」について

❖「自動車交通量の減少」について

自動車からライトラインへの転換が進んだことで，周辺道路における

交通状況の改善に一定程度寄与したものと推察

４ まとめ
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